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本書は次の 8 章から成る。第 1 章の序論で韓国人日本語学習者（以下 KS）に関するリズ
ム研究が不足している要因を挙げ、本研究の意義と研究目的を述べ、第 2 章で先行研究を
まとめ、第 3 章では本研究で用いるリズムの計測法を決定し、第 4 章で学習者の第一言語
である韓国語のリズムの特徴を明らかにし、第 5 章と第 6 章で 3 年間に及ぶ生成・知覚調
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第 2 章では、先行研究を整理しまとめている。 
Dauer(1983)は、①音節構造、②母音弱化の程度、③強勢の程度から言語のリズムを分
類している。英語は CVC が 50％以上で閉音節が多く強勢拍リズムで、スペイン語やフラ

























「モーラ」に基づいた従来の計測法（Ratio Measures: RM）は、学習者の第 1 言語との比
較が困難という問題点が指摘できる。そこで、本研究では、乳幼児による言語獲得・言語
弁別能力を明らかにする目的で使用されている Interval Measures（IM）および Pairwise 
Variability Indices（PVI）という 2 種類の計測法を加えた 3 種類の計測法から、リズム研
究に適した計測法を検討している。無意味語を調査語として、子音区間長（consonantal 
interval）、母音区間長（vocalic interval）、母音間区間長（intervocalic interval）、全体
長を計測し、統計分析を行った。結果、RM は nPVIv（n は「正規化した」、v は「母音区
間」を意味する）と相関が高く、また、nPVIv と RM の並存的妥当性が認められたため、
本研究では PVI(Grabe and Low, 2002)を用いることになった。これによって、言語による
違いを越えて客観的にリズムを検討できることになったことは、意義深い。 
2.4 第一言語のリズム 












第 5 章では、KS がどのように日本語のリズムを習得していくのかについて 2 種類の調
査を行っている。生成調査 A では、キャリアセンテンスに入れた単語読み上げによる 3 年
にわたる縦断調査を行い、特殊拍の習得過程を調査した。生成調査 B では、3 年目に「北
風と太陽」の文章読み上げ調査を行った。両調査とも PVI を用いて検討した。調査協力者
の大学生は最終的に KS17 名、東京方言話者 5 名であった。 
生成調査 A では、3 回にわたり有意な変化の有無を確認した。1）NS による長音の nPVIv
は自立拍の nPVIv より大きく、促音や撥音の nPVIv は自立拍の nPVIv より小さい。促音
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くが、3 回目で NS と離れていく様子が見られた。3）KS の特殊拍は、長音、促音、撥音
ともに 3 回にわたり有意な変化は見られなかった。KS にとっては長音が最も難しく、促
音は習得していた。特殊拍は同じように習得が進むわけではない。4）リズム型について





Cutler et al.（1992）の見解を指示するような結果であり興味深い。 
戸田（2007）は、特殊拍の習得には、単音の持続時間の測定だけでは不十分であり、複
数の母音と子音の連続が生み出す言語リズムについて理解を深め学習者の習得過程を観察






第 6 章では、2 種類の実験を行っている。知覚実験 A は、キャリアセンテンスに入れた
単語の知覚範疇化についてであり、知覚実験 B は、3 音節語の聞き取りから KS の特殊拍
の習得過程の解明を試みるものである。結果、KS の日本語特殊拍の知覚を判断する基準
は、NS の知覚判断境界値（Boundary Position:以下、「BP」）および、 知覚判断境界幅
（Boundary Width：以下「BW」）とは異なっていたが、変化は一様ではなく、特殊拍の種
類によって異なることが分かった。また、1 回目より 3 回目の正答率は上がるが、3 回目




第 7 章では、第 5 章と第 6 章で習得が進んだ学習者と習得が進まなかった学習者がいた
ことから、その原因について様々な学習者要因から分析・考察している。言語学習に関す
るアンケート、学習動機・ストラテジーに関するアンケート、知覚学習スタイルに関する
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